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学校関係者評価

評　価　指　標
評価指標の達成度と
活動計画の実施状況 総合評価 学校関係者の意見

ⅰ

　各学期末に生徒による授業評価を実施し，生
徒の実態を的確に把握することで学習指導方法
の工夫・改善につなげ，授業理解度や授業満足
度の向上に努める。

・生徒による授業評価　年間３回実施
・授業改善研修　年３回実施
・生徒の授業満足度　80％以上
・生徒の授業理解度　60％以上
・生徒の授業取組真剣度　75％以上

　生徒による授業評価アンケートと授業改善研修を３
回実施した。また，大学教員を招聘して，アクティブ
ラーニングの研修会も実施した。
　授業アンケートでは，授業全般について98％の肯定
的評価を得た。
　学校評価アンケートにおける生徒の授業満足度は
74％，授業理解度は74％，授業取組真剣度は79％で
あった。

B

（評定）

　　　　　　　　Ｂ

※保護者の意見は
（保）と，学校関係
者評価委員会の意見
は○と表記した。

　授業の改善に係るさまざまな取組によ
り，授業取組真剣度は前年度より23p上
昇した。しかしながら，生徒の学力と学
習習慣に差異があるため，今後も生徒の
実態に合わせた，学習指導方法の工夫・
改善が必要である。

ⅱ

　学期毎に授業参観週間を実施するとともに，
全日制の授業公開週間に同一教科の授業を参観
することにより，授業改善や教科指導力の向上
に努める。
　ICTを効果的に活用した授業を積極的に実施
し，よくわかる授業の実践に努める。

・授業参観週間　毎学期１回実施
・授業参観週間毎に授業参観カード　２枚
(２科目)提出
・全日制の授業参観　１回以上
・ICTを活用した授業　各教科毎学期１回以
上実施

　各学期に１回，授業参観週間を実施することができ
た。全員が全日制の授業を含む２科目以上の授業を参
観し，授業参観シートを提出することができた。ま
た，授業参観における個々の気づきや取組をまとめそ
の方策を共通理解することができた。
　「進化する教室イノベーション事業」の研究校とな
り，すべての教室に電子黒板を導入し，ＩＣＴを活用
した授業を日常的に実施することができた。

A

（保）家で子ども
は，先生や授業に
ついて，よく話を
してくれる。
（保）子どもの
ペースで，少しず
つではあるが，成
長しているよう
だ。

　授業参観週間は教員・生徒ともに有益
であることから今後も継続して実施して
いく。
　また，次年度も「進化する教室イノ
ベーション事業」を継続して実施し，教
員のＩＣＴ活用力の向上を図る。

ⅰ

　個々の生徒の習熟度に合わせて個別指導する
計算力向上講座（数学）や，漢字能力向上講座
（国語）を実施し，生徒の苦手分野の把握や計
算・漢字能力の向上を目指す。
　また，講座と連動した計算テスト・漢字テス
トを実施し，基礎学力の定着を図るとともに，
生徒に達成感を持たせ学習意欲を喚起する。

・計算力および漢字能力向上講座　年間４
回実施
・生徒の各講座に対する満足度　60％以上
・計算・漢字テスト　年間４回実施
・生徒の取組真剣度　70％以上
・計算テストの年間平均点　60点以上

　計算力および漢字能力向上講座，計算・漢字テスト
を年間４回実施することができた。生徒の89％が，
「学校は生徒の学力向上に積極的に取り組んでいる」
と回答し昨年より11p上昇した。漢字能力向上講座に
対する満足度は84％，計算能力向上講座に対する満足
度は84%であったが，取組真剣度は58％と低かった。
計算テストの年間平均点は66点であり，目標を達成で
きた。

B

　評価指標を達成でき，前年度より取組
に対する肯定的評価も上がった。「学校
は生徒の学力向上に積極的に取り組んで
いる」と回答した生徒が増えていること
から，次年度も引き続き，個々の能力や
目標に応じた課題を作成し，学力向上の
ためのきめ細やかな指導を継続的に行っ
ていく。

ⅱ

　個々のレベルに合わせた漢字課題を設定し，
その課題に取り組ませることで目標に向かって
努力する姿勢や態度を育成する。
　また，漢字検定の受検を通して，客観的に自
らの能力を図ることで，達成感を得る機会とす
る。

・漢字課題の提出率　90％以上
・個々の生徒の習熟度に応じた級での漢字
検定　年１回以上全員受検
・漢字検定の合格率　50％以上

　漢字課題の提出率は，91％で評価指標を達成するこ
とができた。漢字検定は１月に全員受検を実施した。
希望による複数回受験者が1名いた。
  漢字検定の合格率は22％であった。 Ｃ

　基礎的漢字能力の定着は，社会生活に
必要不可欠であり今後もすべての生徒に
対して漢字学習を継続する。漢字検定に
関しては，資格取得に意欲の高い生徒や
希望者を中心に，引き続き年複数回受験
を積極的に推奨し，合格に向けたサポー
トを実施する。

ⅰ

　毎週月曜から木曜に設けている15分間の「読
書の時間」を最大限に活用するために，生徒を
迅速に読書室に移動させ，集中して読書できる
時間を確保し，読解力の向上につなげる。

・集中して読書できる時間　毎日10分以上
確保
・年間５冊以上の本を読んだ生徒の割合
60％以上

　「読書の時間」への移動も概ねスムーズに行われ，
毎日10分以上の読書時間を確保できた。「読書の時
間」への満足度は84％であった。年間５冊以上の本を
読んだ生徒は37％であり，昨年度より大幅に減少し
た。

Ｃ

　読書意欲の喚起を図るため，読み聞か
せや図書便りの発行，ブックトークを導
入する。また，個別に興味のある本を紹
介するなどし，読書習慣の育成を図って
いく。

ⅱ

　生徒の読書意欲の喚起を図るとともに,読書
の楽しさを味わわせるため,絵本の読み聞かせ
を行う。ホームルーム活動や授業の中で実施
し,年間を通じて読書に親しむ機会を作る。
　また定時制読書室の蔵書充実を図るととも
に，計画的に全日制図書室を利用することによ
り，生徒が本に興味を持つ態度を育む。

・授業やホームルームでの絵本の読み聞か
せ　年間10回以上
・授業やホームルーム活動での全日制図書
館年間利用回数　５回以上

　年間を通して，授業やホームルームでの絵本の読み
聞かせを18回実施した。
　全日制図書館を，授業やクラスの調べ学習等で，年
間５回以上利用した。生徒の利用満足度は84％であり
昨年度より13p上昇した。

B

　次年度も全日制の司書との密な連携を
とり，生徒の実態に応じた新書の購入や
本の入れ替えをするなどし，新鮮な蔵書
を維持できるよう，連携を継続する。
　絵本の読み聞かせについては，次年度
も継続的に実施し，本に親しむ活動を継
続すると共に，生徒の読解力やコミュニ
ケーション能力を育成する。

ⅰ

　一人ひとりの生徒の特性や状況を把握し，情
報交換を密に行うことで特別支援教育に役立て
る。その際，保護者との連携を強化し，必要に
応じて専門機関等の協力も得る。
　また，特別支援教育についての職員研修を実
施し，発達障害等について理解を深め，全ての
生徒が学校生活を送りやすい環境づくりや，適
切な支援を効果的に行えるよう指導力の向上を
図る。

・毎日の職員連絡会及び放課後における生
徒の情報交換の実施
・特別支援教育についての職員研修会　年
１回以上実施
・ユニバーサルデザインの視点に基づき，
教室環境を整備する。

　日常的に生徒観察を実施し，生徒の変容等につい
て，教職員間で情報共有を図った。
　特別支援に係る職員研修は，人権教育課と連携し，
「合理的配慮」について行った。
　授業に集中しやすい教室環境づくりを行い，授業に
おいては，イラストや写真等，多くの視覚教材を作成
した。

A

　次年度も生徒の実態把握に努め，学習
面・行動面・対人関係等に悩みを持つ生
徒に対し，きめ細やかな指導・支援を行
う。生徒の実態に応じた校内研修を実施
し，教員の指導力向上に繋げると共に，
中学校や関係機関との情報共有・連携を
図る。

ⅱ

　全職員が生徒との日常的な関わりを大切に
し，生徒の抱える不安感や問題の早期発見に努
め，家庭や関係機関との連携により適切に問題
解決を図る。
　教育相談週間の設定や，職員研修会を実施
し，全職員がカウンセリングマインドを身につ
け，生徒が気軽に相談できる校内体制を整え
る。

・教育相談週間　年３回実施
・教育相談に関する職員研修会　年１回以
上実施
・教育相談に対する生徒の肯定的評価
80％以上

　教育相談週間を学期に１回設定し，年３回実施する
と共に，時宜を捉えて学習状況や生徒生活に関する三
者面談を実施した。
　本年度の職員研修では，臨床心理士を招聘し，「引
きこもりの現状と専門機関との連携」について学ん
だ。生徒対象の講演会では，「ストレスとの上手なつ
きあい方」を学んだ。
　「先生はよく相談にのってくれる」と100％の生徒
が回答し，三者面談や教育相談に対する保護者の肯定
的評価も前年度に続き100％であった。

A

　生徒指導や教育相談においては，生徒
に対して愛情を持ち，親身になって寄り
添うことが必要である。また日常的に，
保護者との連絡・相談を密にすることに
より，保護者との信頼関係を基盤とした
課題解決に努める。

次年度への課題と
今後の改善方策

B

B

B

A

自　　　　己　　　　評　　　　価

重点目標 重点課題 評価

①

１

生徒一人
ひとりの
ニーズや
能力・適
性に応じ
たきめ細
やかな教
育と支援
を行う。

特別支援教
育の推進と
教育相談体
制の充実

（所見）

　①については，校内研修や授業改善研修
を充実させ，全職員が生徒の実態に合わせ
た授業改善に取り組んだ。生徒の授業満足
度価は98％と高く，授業取組真剣度も23p上
昇した。今年度よりICTを活用した授業改善
を実施している。
　②に関しては，生徒一人ひとりの学力を
分析し，個々の能力や目標にあった課題に
取り組ませる工夫を行った。学力向上の取
組に対する生徒満足度は89％に上昇した
が，取組真剣度は前年度同様に低かった。
　③については，84％の生徒が「読書の時
間」に満足しており，真面目に読書に取り
組むことができている。しかし，年間５冊
以上の本を読んだ生徒は37％にとどまり，
課題を残した。前年度から導入している
「絵本の読み聞かせ」については，保育所
実習や表現会においても上手に実演できる
生徒が増えている。
　④については，個々の生徒の学習や生活
の状況把握を組織的に行い，一人ひとりの
生徒に寄り添った教育相談を日常的に行っ
てきた。95％の生徒が，「池定に入学して
よかった」，94％の保護者が，「池定に入
学させてよかった」と回答し，自由記述に
おいても教育相談や生徒指導に対する肯定
的評価が高かった。
　⑤については，人権学習ホームルーム活
動や学校行事等，教育活動のあらゆる機会
において，異年齢集団の活動や体験的・協
働的な活動を取り入れ，仲間づくりや社会
性の醸成を図ってきた。生徒観察において
も，他人の人権を尊重し，共に支え合う文
化が捉えられる。「道徳教育実践研究事
業」も３年目となり，人間愛，自然愛，地
域愛等に代表される道徳心の育成において
一定の成果を収めることができた。
　⑥については，「いじめは絶対に許さな
い」という姿勢を持ち，学校いじめ防止基
本方針に基づいた啓発活動，実態調査，教
育相談等を実施した。アンケートの活用や
生徒や保護者との信頼関係の構築により，
いじめの兆候の早期発見や危機の回避に繋
げることができた。84％の生徒が，「学校
は安心・安全な場所である」と回答した。
　⑦については，養護助教諭が中心とな
り，生徒の実態に応じた「保健だより」や
「食育だより」を作成し，生徒や家庭に継
続的な啓発活動を行った。また，個々の生
徒の健康状態に応じた指導も定期的に実施
することができた。今年度より，放課後を
活用した運動の時間を設定し，毎日多くの
生徒が運動に取り組んでいる。

　以上より，生徒一人ひとりのニーズや能
力・適正に応じたきめ細かな教育と支援に
係る総合評価をＢと評した。

②

漢字の読
み・書き能
力及び計算
能力の向上

③

よくわかる
授業の実施

本に親しむ
態度や読書
の習慣の育
成及び，読
解力の向上

④

（保）子どもか
ら，教育相談をよ
くしてくれている
と聞いている。
（保）子ども理解
や教育相談に努め
ていることは，素
直な子どもたちを
見て理解できる。

活　動　計　画



ⅰ

　協力的・参加的・体験的な学習を取り入れ，
人権学習ホームルーム活動を充実させること
で，生徒に自分や他者の人権を守ろうとする意
欲や態度，行動力を育てる。
　また，「池定人権新聞」を発行し，本校の人
権教育活動への理解を深められるよう努めると
ともに，保護者に対しても積極的に啓発を行
う。

・協力的・参加的・体験的な学習を取り入
れた人権学習ホームルーム活動　年４回実
施
・生徒アンケートで「人権問題解決への意
欲が高まった」と回答した割合　80％以上
・外部講師による講義　年１回実施
・「池定人権新聞」の発行　毎学期に１回

　ホワイトボードやICTを活用し，言語活動の活性化
を図った。89％の生徒が，「人権問題解決への意欲が
高まった」と回答した。「人権問題に関する知識が深
まった」と回答した生徒は95%であった。
 外部講師による講義を１回実施し，「性の多様性」
に関する理解と関心を深めることができた。
　「池定人権新聞」を毎学期発行し，学習項目の振り
返りや，生徒の作品を保護者や関係機関に紹介するこ
とができた。
　本年度も，「道徳教育実践研究」研究指定校とな
り，「Active Interaction ～人･自然･地域が育む道
徳心～」を研究主題と掲げ，様々な活動を通して，生
徒の達成感や自己肯定感の醸成，郷土愛や公共の精神
を含む「道徳心」の涵養を図った。

A

　この３年間で，人権問題に対する生徒
の知識，興味・関心，人権問題解決への
意欲の高揚が捉えられた。今後も，体験
的な活動を充実させ，地域社会や関係機
関との連携を通して，人権意識の涵養を
図る。

ⅱ

　教員研修を充実し，教員の人権意識の高揚と
指導力の向上を図る。

・人権教育に関する教員研修　年７回以上
実施

　教職員研修を年間７回実施し，ほぼ目標を達成でき
た。 B

　今後も，生徒・保護者アンケートを分
析し，生徒の実態や課題に応じた校内研
修を充実させる必要がある。

ⅰ

　生徒一人ひとりに対して目が届きやすい小規
模校の特徴を生かし，個々の生徒の些細な変化
の兆候についても早期発見できる体制をつく
る。その際，職員連絡会等を活用して，全教員
での情報の共有を徹底し，いじめ等の問題行動
の未然防止や早期対応につなげる。

・毎日の職員連絡会及び放課後における生
徒の情報交換の実施
・いじめに関するアンケート調査　年３回
実施
・学校が安全・安心であるという生徒
70％以上

　いじめに関するアンケートを年３回実施し，実態把
握に努めた。生徒との教育相談や保護者との連携を充
実させた。生徒に変容が見られる場合は，職員で情報
を共有し，危機の回避に努めた。「学校が安全・安心
である」という生徒は84％であった。

A

　今後も，生徒や保護者との信頼関係を
構築し，情報収集に努め，いじめの未然
防止や早期発見に繋げる。

ⅱ

　「いじめ問題対策委員会」を中心として，い
じめを許さない学校づくりや学級経営を確立す
る。問題が発生した場合には，いじめる生徒へ
の指導を組織的に適切に行うとともに，いじめ
を受けた生徒に対して全力でケアに当たる。必
要に応じて，外部の専門機関との連携を図る。

・いじめに関するＨＲ活動　年1回以上実施
・いじめ防止に関する生徒への啓発活動
年５回実施
・いじめに関する教員研修会　年1回以上実
施

　「学校いじめ防止基本方針」に基づき，「いじめ問
題対策委員会」を設置し，毎学期末に教員研修会を実
施した。
　外部講師による，SNS等によるいじめの防止を目的
としたホームルーム活動を12月に実施した。また，集
会等を活用して，いじめ防止に関する啓発活動も継
続・反復的に実施した。

A

　今後も継続して，いじめに関する校内
研修を実施して，いじめを許さない学
校・学級運営を目指す。また，早期発見
や初期対応に対する教員の指導力を向上
させる。
　次年度は「学校いじめ防止基本方針」
を改定し，職員の役割分担を明確にする
と共に，重大事態への対応マニュアルを
作成する。

ⅰ

　生活実態調査の結果を基に生徒の健康課題に
応じた「保健だより」の発行や｢健康力アップ
３０日作戦｣を実施することで，「運動・食
事・睡眠のサイクル」の重要性を理解し，主体
的に健康管理できる生徒を育成する。
　職員が生徒と共に，健康・体力の増進に積極
的に取り組む。

・「保健だより」の発行　年10回以上
・ ｢食育だより｣の発行　年3回

・「健康力アップ３０日作戦」に対する生
徒の肯定的評価  70％以上

・放課後を活用した運動時間・運動空間の
提供

  ｢保健だより｣を年11回発行した。生徒の健康課題に
応じた情報を掲載し，配付時に全体指導を行った。
  夏季休業中より｢健康力アップ作戦｣を実施し，生活
習慣や運動習慣の見直しをさせた。84％の生徒が，
「健康を意識した生活をしたい」と回答した。
　運動習慣の二極化に対応するために，放課後を活用
した「TEE（Time to Enjoy Exercise)の時間」を設定
し，生徒と職員が運動を行った。

A

　今後も，「保健だより」・「食育だよ
り」を定期的に発行し，心身の健康増進
につなげる。
　運動習慣の確立についても，「TEEの
時間」の活用を継続する。

ⅱ

　薬物乱用防止教室を実施し，薬物の身体に及
ぼす影響について正しい知識を生徒に提供する
ことにより，薬物乱用の防止を図る。

・薬物乱用防止教室　年１回実施 　薬物乱用教室を７月に実施した。また，全校集会で
薬物の危険性について，継続的・反復的に指導した。

B

　定期的に薬物乱用防止教室を実施する
と共に，様々な機会を利用して，薬物依
存の恐怖や関連法規の理解についての指
導を図る。

B

B

A

１

生徒一人
ひとりの
ニーズや
能力・適
性に応じ
たきめ細
やかな教
育と支援
を行う。

（保）いじめがあ
るという話を全く
聞かない。
（保）学校生活の
話からも，いじめ
が行われている様
子は感じ取れな
い。
（保）学校がいじ
めのない学校づく
りを推進している
ことを，子どもの
話から聞いてい
る。
（保）学校生活が
楽しいと，子ども
から聞いている。

（所見）

　①については，校内研修や授業改善研修
を充実させ，全職員が生徒の実態に合わせ
た授業改善に取り組んだ。生徒の授業満足
度価は98％と高く，授業取組真剣度も23p上
昇した。今年度よりICTを活用した授業改善
を実施している。
　②に関しては，生徒一人ひとりの学力を
分析し，個々の能力や目標にあった課題に
取り組ませる工夫を行った。学力向上の取
組に対する生徒満足度は89％に上昇した
が，取組真剣度は前年度同様に低かった。
　③については，84％の生徒が「読書の時
間」に満足しており，真面目に読書に取り
組むことができている。しかし，年間５冊
以上の本を読んだ生徒は37％にとどまり，
課題を残した。前年度から導入している
「絵本の読み聞かせ」については，保育所
実習や表現会においても上手に実演できる
生徒が増えている。
　④については，個々の生徒の学習や生活
の状況把握を組織的に行い，一人ひとりの
生徒に寄り添った教育相談を日常的に行っ
てきた。95％の生徒が，「池定に入学して
よかった」，94％の保護者が，「池定に入
学させてよかった」と回答し，自由記述に
おいても教育相談や生徒指導に対する肯定
的評価が高かった。
　⑤については，人権学習ホームルーム活
動や学校行事等，教育活動のあらゆる機会
において，異年齢集団の活動や体験的・協
働的な活動を取り入れ，仲間づくりや社会
性の醸成を図ってきた。生徒観察において
も，他人の人権を尊重し，共に支え合う文
化が捉えられる。「道徳教育実践研究事
業」も３年目となり，人間愛，自然愛，地
域愛等に代表される道徳心の育成において
一定の成果を収めることができた。
　⑥については，「いじめは絶対に許さな
い」という姿勢を持ち，学校いじめ防止基
本方針に基づいた啓発活動，実態調査，教
育相談等を実施した。アンケートの活用や
生徒や保護者との信頼関係の構築により，
いじめの兆候の早期発見や危機の回避に繋
げることができた。84％の生徒が，「学校
は安心・安全な場所である」と回答した。
　⑦については，養護助教諭が中心とな
り，生徒の実態に応じた「保健だより」や
「食育だより」を作成し，生徒や家庭に継
続的な啓発活動を行った。また，個々の生
徒の健康状態に応じた指導も定期的に実施
することができた。今年度より，放課後を
活用した運動の時間を設定し，毎日多くの
生徒が運動に取り組んでいる。

　以上より，生徒一人ひとりのニーズや能
力・適正に応じたきめ細かな教育と支援に
係る総合評価をＢと評した。

⑦
健康教育の
推進

（保）子どもか
ら，教育相談をよ
くしてくれている
と聞いている。
（保）子ども理解
や教育相談に努め
ていることは，素
直な子どもたちを
見て理解できる。

⑤

生徒一人ひ
とりの人権
感覚の涵養
と高揚

⑥

いじめの防
止と早期発
見・初期対
応体制の確
立
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学校関係者評価

評　価　指　標
評価指標の達成度と
活動計画の実施状況

総合評価 学校関係者の意見

ⅰ

　担任による個別面談を実施し，生徒が進路に
ついて具体的・主体的に考え行動する姿勢を育
てると共に，礼儀・言葉使い等，基本的生活習
慣の向上を目指す。

・個別面談　年間５回以上実施
・教員アンケートで「進路指導を十分に実
施することができた」と回答した割合
80％以上

　担任による個別面接や保護者連絡を各学年５回以上
実施した。卒業予定者には，担任に加え進路指導主事
を交えた四者面談を実施した。
　「進路指導を十分に実施することができた」と回答
した教員は100%，「学校は就労のための支援をしてく
れる」と回答した保護者は88％であった。

B

（評定）

　　　　　　　　Ｂ

　将来の社会人を育成するために，基本
的生活習慣の確立や挨拶・マナーについ
ても，保護者と連携を深めながら，継続
的・反復的に指導していく必要がある。

ⅱ

　保護者を含めた三者面談を夏季休業中に実施
し，進路に対する保護者の要望把握に努める。
　生徒一人ひとりへの声かけを密にし，就労や
就職に係る支援を組織的に行う。

・保護者アンケートで「教員は三者面談で
保護者の意見や相談を聴いてくれた」と回
答した割合　90％以上

・生徒の進路や就労状況に関する情報交換
会　毎月１回実施

　生徒の進路や就労状況に関する情報交換会を毎月実
施した結果，生徒や保護者のニーズを把握した進路指
導ができた。100％の保護者が「教員は三者面談で保
護者の意見や相談を聴いてくれた」と回答した。 A

　価値観や職業観に多様性が見られるた
め，生徒一人一人の個性・能力・適性を
十分に理解し，家庭環境，進路志望等も
考慮しながら，進路相談を実施する必要
がある。

ⅰ

　ハローワーク等の関係機関と連携を密にす
る。特に県内企業の求人が少ないため，積極的
に企業訪問し開拓に努め，生徒に情報を提供す
る。

・生徒や保護者の要望に応じて，ハロー
ワーク，企業その他の関係機関への訪問を
随時行い，連携を密にする。
・卒業生の進路達成率90％以上

　進路指導主事が継続的にハローワーク，企業等への
訪問を実施し，情報収集や就職の斡旋に繋げた。
　進学・就職希望者の進路達成率は100％であった
が，２名の生徒が，アルバイトを希望し，就職活動を
せず，キャリア教育上の課題が残った。

B

　次年度も，早期の進路相談や県外も含
めた積極的な職場開拓を実施する。ま
た，関係機関，特にハローワーク担当者
と継続的に連携する。正社員になること
の意義やメリット等についても指導す
る。

ⅱ

　現在働いている職場（パート扱い）での就職
を希望している生徒が，正規社員として雇用さ
れるよう支援する。

・雇用主への訪問回数　年２回以上
・生徒への面談・アドバイス　年３回以上

　卒業生が働いている企業（雇用主）への訪問を２回
以上実施し，卒業生の勤務状況等の把握に努めた。
　アルバイトをしていた本年度卒業予定者の１名が，
正規社員として雇用された。

A

　卒業生に対しても，定期的に連絡を取
り，激励・指導・助言に努める。離職し
た生徒に対しても，必要に応じて就職を
斡旋する。

ⅰ

　進路ガイダンスや進路に関するホームルーム
活動等を実施し，生徒の進路選択への意識を高
めるとともに，教育活動全体を通じて，計画
的・組織的な進路指導を行う。

・進路ガイダンス及び進路に関するホーム
ルーム活動　それぞれ年１回以上実施
・職場見学や職場体験　希望者に対して随
時実施

　進路ガイダンスを年間１回実施した。ハローワーク
三好から外部講師を招聘し，進路実現に向けての取組
方等について学んだ。
　進学・就職共に，説明会には教員が生徒と保護者と
共に参加した。
　「子どもは家庭で，進路や将来のことについて話す
るようになった」と回答した保護者は69％であり，前
年度より28p増加した。

A

　進路ガイダンスや職場体験等を積極的
に実施し，早期に進路意識を芽生えさ
せ，主体的に進路選択や進路決定ができ
るような意識や態度を育成する。生徒と
保護者が進路に関して話し合いの場が持
てるように，家庭へも積極的に進路情報
を提供する。

ⅱ

　キャリア教育に関する講演会や学習活動等を
実施し，生徒に社会的・職業的自立の大切さを
伝えるとともに，人生の生き方・在り方につい
ても主体的に考えさせる。
　企業見学や就業体験を実施し，生徒に社会
人・職業人としての立場を経験させ，働くこと
への関心・意欲を高めるとともに，正しい職業
観・勤労観を育てる。

・キャリア教育に関する講演会や学習活動
年１回以上実施
・企業見学又は就業体験　年１回以上実施
・生徒によるアンケートで「勤労意欲が高
まった」と回答した割合　50％以上

　キャリア教育に関する講演会・学習を年間５回実施
した。本年度は，「ワークルールと就労トラブル」，
「税の仕組み」，「就職に向けて」，「ビジネスマ
ナー」等について学んだ。
　体験的な活動としては，県立三好病院での職場見学
と，徳島市内３社での職業体験（バスツアー）を実施
した。
　「キャリア教育を通じて勤労意欲が高まった」と回
答した生徒は74％であった。

A

　体験的なキャリア教育が実施できるよ
う，引き続き，大学，企業，地元住民，
その他の関係機関と連携した取組を推進
する。
　より生徒の実態に適した企業見学や就
業体験を実施し，職業観や勤労観の確立
するとともに，人としての生き方･在り
方についても考えさせる。

ⅰ

　夜間定時制高校生として，仕事と学業の両立
が達成できるような指導を行う。生徒一人ひと
りに適した就労先（アルバイトを含む）を斡旋
し，職業の体験を増やし，正しい勤労観を育て
る。

・就労率　６０％以上
・就労生徒との面談・指導　月１回実施

　12月末の就労率は84％で，前年より23p増加した。
就労生徒の面談を月１回以上実施し，就労していない
生徒には，継続的に企業を斡旋した。 A

　今後も，ハローワークや地元企業との
連絡を密にし，職業や社会への円滑な移
行を図るため，より多くの生徒に就労を
奨励する。

ⅱ

　定期的に生徒の就労先に連絡を取り，勤務状
況等を的確に把握し，仕事と学業の両立ができ
るように雇用主とも連携を密にして適切な支援
を行う。

・勤務状況等を把握するための就労先訪問
各学期に１回以上

　雇用主への訪問を学期に１回以上実施して，生徒の
勤務状況等の把握に努めた。勤務の状況や学校での生
活に懸念がある場合は，担任と連携して生徒指導を
行った。

A

　前年度，アルバイト先になじめず，転
職を繰り返す生徒が存在したことを考慮
し，今後も引き続き，事業所の訪問と生
徒への指導・助言を強化する。

ⅰ

　全ての教育活動を通して，社会的自立に必要
なコミュニケーション能力や社会人としてのマ
ナーの育成に努める。

・ビジネスマナー研修会　年１回以上実施
・教員アンケートで「社会自立に必要な事
項について十分に指導することができた」
と回答した割合　90％以上
・「先生方は規範やマナーについて指導し
てくれる」と回答した保護者　80％以上

　全職員によるマナー指導の徹底と共に，外部講師に
よるビジネスマナー研修会を２回実施した。
　「社会的自立に必要な事項について十分に指導する
ことができた」と回答した教員は100%であり，「学校
は規範やマナーについて指導してくれる」と回答した
保護者は94％であった。

B

　授業や特別活動等において，話し合い
や発表の場面を多く設定し，コミュニ
ケーション能力の育成を図る。
　態度・マナー等の指導に関しては，専
門家の指導も仰ぎながら，全職員による
日常的な指導を徹底する。

ⅱ

　保護者との連携を密にし，生徒が家庭におい
て生活リズムを確立し，基本的生活習慣を身に
つけられるように指導する。

・保護者アンケートで「学校と十分に連
携・連絡がとれた」と回答した割合　90％
以上

　保護者へのアンケートで「学校と十分に連携・連絡
がとれた」と回答した割合は100%であり，前年度より
6p上昇した。生徒に基本的生活習慣の乱れが捉えられ
た場合は，遅延無く家庭訪問や三者面談を実施した。

A

　生徒に負の変容があった場合は，遅延
無く保護者と連携した，生徒指導を図
る。

ⅰ

　働きながら学ぶ生徒のニーズや，就職後の業
務を見据えて，教育課程にビジネス基礎や簿記
などの商業の専門科目を置くとともに，情報の
科目も複数設定し，情報処理能力のスキルアッ
プを図る。

・商業の授業では，新聞記事等を活用し，
時事問題や昨今の経済状況を学ぶ機会を設
ける。
・生徒アンケートで「ワープロ，表計算，
プレゼンテーションソフトを使うための基
本的な知識・と技術を習得した」と回答し
た生徒　70％以上

　商業の授業では，電子黒板を活用し，日経平均株価
や経済問題のニュースを取り上げ，生徒の理解度を深
めた。
　ワープロ，表計算，プレゼンテーションソフトを使
うための基本的な知識・と技術を習得した生徒は，
ワープロ（全学年）で100％，表計算（３年生以上）
で75％であった。

B

　今後も，商業や情報に属する科目を多
く学ばせることにより，実務的・実践的
な授業を展開し，就職に必要な能力の育
成に繋げる。

ⅱ

　商業や情報の授業の他に，総合的な学習の時
間にも各種資格取得に向けての支援講座を設
け，生徒が必要とする職業能力の養成を図る。

・ビジネス文書実務検定の分野別合格者数
を含めて合格率を50％にする。
・総合的な学習の時間に各種資格取得の支
援講座の開設。

　総合的な学習の時間に，個々の生徒の進路希望に応
じた講座（情報，健康，職業Ⅰ，職業Ⅱ）を開設し
た。
　ビジネス文書実務検定の合格者は部門別合格者を含
めて，３級６名，２級３名，１級１名であり，全体の
合格率は53％（前年度比－１％）であった。

B

　今後も，生徒全員に対して，進学や就
職に役立つ資格の取得に取り組ませる。

次年度への課題と
今後の改善方策

B

B

A

A

B

自　　　　己　　　　評　　　　価

（保）定時制に入
学して，将来のこ
とを前向きに考え
出したようだ。

重点目標 重点課題 評価

（保）いつも先生
が，就労について
気にかけてくれて
いるようだ。

（所見）

　①については，進路指導主事と担任が生
徒・保護者の希望を十分に聴き，個々の生
徒の適正や能力を考えた進路支援を行っ
た。また，企業（学校）説明会にも教員が
引率し，試験対策や模擬面接等の指導も組
織的に行うことができた。
　②については，進路指導主事が機動力を
発揮して，継続的にハローワークや卒業生
が就職している企業を訪問し，情報収集や
信頼関係の構築に努めた。卒業生とも頻繁
に連絡を取り指導・助言・相談を継続的に
実施した。
　③については，従来までの取組を継承
し，地域社会の企業や関係機関と連携した
体験的なキャリア教育を推進した。キャリ
ア教育に対して，74％の生徒が肯定的な評
価をし，家庭で進路や職業について話をす
る生徒も69％となり，前年度より28ｐ上昇
した。
　④については，進路指導主事や担任によ
る個別面談を通して，生徒に就労を奨励
し，ハローワークとの連携を通してアルバ
イトを斡旋した。アルバイト経験率が84％
となり，前年度より12p上昇した。
　⑤については，全職員の共通理解の元
で，マナーや態度の指導を行うことができ
た。また，県の事業を活用し，専門家を招
聘したマナー研修会も実施できた。生徒の
84％が「規則やルールを守っている」と回
答し，保護者の94％が，学校のマナー指導
に対し肯定的な評価をしている。
　⑥の資格取得については，前年度並の成
果を収めることができた。ICTの活用能力の
育成に関しては，電子黒板の導入により，
生徒が各種ソフトで作成した成果物やデー
タを，授業や行事で発表する機会も増え
た。

　以上より，勤労精神を尊び，仕事と学業
の両立を目指し，進路実現に向けて努力す
る生徒の育成に係る総合評価をBと評した。

② 雇用の充実

④

２

勤労精神
を尊び，
仕事と学
業の両立
を目指
し，進路
実現に向
けて努力
する生徒
を育成す
る。

①

⑤

社会人とし
て求められ
る規範意識
の習得

職業に関す
る科目や資
格取得支援
体制の充実

仕事と学業
の両立

③

活　動　計　画

⑥

進路意識の
向上

（保）少人数で，
就労しながら高校
を卒業できるの
で，入学させてよ
かった。

（保）仕事ができ
るか心配していた
が，続いているの
でよかった。

きめ細やか
な進路相談

B
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学校関係者評価

評　価　指　標
評価指標の達成度と
活動計画の実施状況

総合評価 学校関係者の意見

ⅰ

　学燈祭や授業等を積極的に公開するととも
に，地域における美術作品展及び学習展を開催
し，地域社会からの本校教育活動に対する理解
を深める。

・学校公開行事　年３回以上
・学燈祭等の来場者　140人以上
・学校と地域での美術作品展及び学習展の
開催　２ヶ所以上

　学校公開行事を年３回実施し，本校教育の理解につ
なげることができたが，学校祭における来場者は111
人であり，評価指標を上回ることはできなかった。
　美術作品展は本校定時制教室と地域２つの施設の
ギャラリーの３ヶ所で開催し，生徒たちの美術作品や
学習展示を地域の方々に鑑賞してもらうことができ
た。

Ｂ

（評定）

　　　　　　　　Ｂ

　美術作品の展示方法や広報活動，アン
ケート等の改善を図るとともに，関係機
関だけではなく，卒業生や保護者に対し
ても積極的に広報活動を行ったり，作品
展の開催期間を拡張したりして，できる
限り多くの人に生徒の活動の成果を見て
もらえるように工夫する。

ⅱ

　徳島県定通連美術作品展その他の美術展に向
けた作品制作を通して，全校生徒が協力して取
り組み，その成果を上げることで自己肯定感を
高める。
　美術作品制作の際に，地域の専門家を外部講
師として招聘し，地域の教育力の活用を図る。

・徳島県定通連美術作品展の入選　７つ以
上
・美術作品展への出展　２回以上
・地域の外部講師招聘　２名以上

　外部講師を２名招聘し，その指導のもと，徳島県定
通連美術作品展において特選２点，準特選３点を獲得
した。入選作品の合計が５つということで，評価指標
を上回ることはできなかったが，美術作品展における
地域住民からの評価は高い。
　美術作品展への出展も，本年度は１回しかできず，
評価基準を上回ることはできなかった。

C

　年度当初より作品の原案を熟慮し，作
品制作に速やかに取り組むことができる
ようにするとともに，校外学習を利用し
て美術館や美術作品展等の見学を行い，
創作活動のインスピレーションを醸成さ
せる機会を提供する。
　次年度も外部講師を招聘して作品制作
を行い，７つ以上の入賞を果たすととも
に，徳島県定通連美術作品展以外にも出
展する。

ⅰ

　本校ホームページをさらに見やすく，わかり
やすくするとともに，更新を積極的に行い，最
新の情報提供と内容のさらなる拡充に努める。

　学校紹介用のスライドを作成し，学校関係者
への情報発信に繋げると共に，本校への入学を
希望している生徒へのガイダンスに活用する。

・ホームページの更新　月平均３回以上

・生徒の個人情報の確認を毎学期実施し，
適正な個人情報管理に努める。

　ホームページを月平均３回程度更新することができ
た。また，ホームページ上で定時制の教育活動に関す
る情報を，定期的に社会に提供できた。
　重要な情報や行事日程等は，時宜を捉えて保護者や
生徒に提供できた。
　情報の適正管理に関しては，生徒の個人情報の確認
を毎学期実施しできた。

A

　本校の教育活動をより理解しやすくす
るために，活動の結果だけではなく，活
動の雰囲気や生徒の心の動き等，細かな
活動の様子をレポートし，わかりやすい
内容と，リアルタイムな更新を行う。

ⅱ

　「池定通信」を発行し，本校生の活動状況や
連絡事項等を保護者や関係機関に情報提供する
ことにより，本校教育活動への関心を高め理解
を深める。

・「池定通信」の発行　毎学期末１回
・学校関係者への配布　年１回以上

　「池定通信」を３回発行できた。本校の教育活動の
特徴でもある，地域や関係機関と連携した教育活動
や，生徒の活躍を発信できた。また，教育振興会，Ｐ
ＴＡ，学校評議員に対しても情報を発信することがで
きた。

B

　生徒の変容が見て取れる内容になるよ
う，生徒の活躍や成果物を多く掲載す
る。

ⅰ

　｢池定・地域まもり隊｣の活動のさらなる活性
化を図り，地域社会の安全等，住みよい町づく
りに貢献するとともに，被災地等への支援や交
流活動を行い，生徒の自己有用感を高める。

・夜間防犯パトロール活動　年３回以上実
施
・交通安全及び特殊詐欺被害防止啓発活動
年１回以上実施
・被災地等への支援・交流活動　年１回以
上実施

　「池定・地域まもり隊」として防犯パトロールを年
間３回実施できた。そのうちの１回は警察と合同で実
施し，詐欺防止や交通安全を地域の方に呼びかけた。
　84％の生徒が，『「池定・地域まもり隊」の防犯パ
トロールに積極的に参加できた』と回答し，100％の
保護者が，「学校は地域とともに歩む学校づくりを進
めている」と回答しており，前年度よりそれぞれ23p
と6p上昇した。

A

　これまでの活動を再考し，より生徒の
実態や社会的ニーズに応じた内容に改善
するとともに，今後も，活動を継続・発
展させるために，大学，企業，地域住
民，その他の関係機関との連携をさらに
強化させる。
　社会的評価を更に高めるため，積極的
にコンテストに応募する。

ⅱ

　地域社会における清掃活動やリサイクル支援
活動等を実施し，生徒の環境に対する意識や関
心を高め，地域の環境美化及び環境保全に貢献
するととに，地域社会の一員としての自覚と態
度を育てる。

・美化活動　年間３回以上実施
・廃食用油リサイクル支援活動　年間１回
以上実施

　地域のゴミ拾い等の美化活動を年間３回実施でき
た。そのうちの１回は地域の自治会と連携し，地域住
民の方々とともに近隣の神社の清掃活動を行った。
　ＮＰＯ法人やボランティア団体の活動を体験する事
業「へそっこタウン」に参加し，地域の子どもたちに
社会貢献活動の重要性を伝えるとともに，地域社会の
一員としての自覚と態度を育てる機会となった。

A

○今後も地域と連
携して，池定なら
ではの魅力を発信
してもらいたい。

　環境美化活動だけではなく，動物飼育
や植物栽培，自然環境に関する学習や講
演会等を実施し，生徒の自然環境に対す
る意識や関心を高め，より意欲的に地域
の環境美化に貢献できるようにする。
　新たな社会貢献活動を模索し，活動の
幅を広げる。

ⅰ

　地域社会に関する講義を実施し，郷土の伝統
や文化，風土等に対する理解を深め，郷土愛を
育てる。
　地域に関するテーマを各学年で設定し，課題
研究を実施して研究発表会を開催するととも
に，その成果を展示する。

・外部専門家による講義や講演　年３回以
上実施
・地域に関する研究発表会　年１回実施
・地域に関する研究の成果の展示　年１回
以上実施
・「地域のことがよくわかった」「地域が
好きになった」生徒　80％以上

　外部の専門家による地域を知るための講義を年間５
回実施できた。それらの学習を，学年単位の探求活動
へと繋げ，11月に研究発表会を実施した。
　79％の生徒が，『「地域を知る学習」に積極的に参
加できた』と回答し，68％の生徒が，『「地域を知る
学習」がおもしろい』と回答しており，郷土愛の醸成
において，一定の成果をあげることができた。
　方言の学習に関しては，大学と連携し，徳島県西部
の方言を載せたクリアファイルを作成した。

B

　大学教授や地域の専門家の方々を講師
として招聘するとともに，地域の施設等
の見学を実施し，生徒に地域社会の一員
であるという自覚と態度を高め，地域と
の絆を深めさせる。学習活動を通して，
様々な立場の人とふれあう機会を提供
し，社会性や道徳規範，人としての生き
方･在り方等を育成する。

ⅱ

　主権者教育に関する講演会や学習活動等を実
施し，生徒に主権者としての政治的教養を身に
付けさせるとともに，他者と連携・協働しなが
ら社会参画しようとする意欲と態度を育てる。

・主権者教育に関する講演会や学習活動
年２回以上実施

　大学と連携した主権者教育に関する学習活動を年間
１回，三好市長選挙及び第48回衆議院議員総選挙の周
知や公職選挙法，投票方法，主権者としての心得等に
ついての学習活動を年間２回実施できた。
　主権者としての意識や態度の醸成を図る機会を増や
し，生徒の53％が，「主権者教育を通して，選挙や政
治について関心が高まった」と回答した。

B

　主権者教育に関する学習や講演会等を
充実させ，主権者としての政治的教養を
高めるとともに，他者と協力して問題解
決にあたる協働的な活動の機会を増や
し，自ら考え，自ら判断し，主体的に社
会参加し，社会生活を逞しく生き抜こう
とする意識や態度を育成する。

ⅰ

　全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を活用
した夜間避難訓練を実施し，生徒に災害発生時
の行動様式を身に付けさせるとともに，防災・
減災に関する知識や助け合いの精神を育てる。

・夜間避難訓練や防災教育に関する学習活
動　年２回以上実施

　Ｊアラートを活用した夜間避難訓練を５月に実施し
た。
　防災学習ホームルームを２回実施し，「避難済みお
知らせうちわ」を作成し，被災地に送付した。
　平成２９年度「徳島県まなぼうさい活動賞」徳島県
知事表彰を受賞した。

A

　今後も避難訓練や救護訓練等を継続
的・反復的に実施するとともに，関係機
関と連携した幅広い防災学習を実施し，
いかなる災害においても命を守ることが
できる生徒の育成を図る。
　本校の防災教育の取組を地域社会に発
信する。

ⅱ

　全生徒・全教員に対し地元の消防署員による
｢ＡＥＤを含む救急処置実技講習会｣を実施する
とともに，事故災害発生時の対応について教員
間で共通理解を図る。

・「ＡＥＤを含む救急処置」ができる教員
80％以上
・全生徒・全教員を対象にした，消防署員
による「ＡＥＤを含む救急処置実技講習
会」の実施

　４月に全生徒・職員に対し，消防署員によるAED実
技講習会を実施し，知識と技術を学ぶことができた。
職員アンケートでは，100％の職員が「救急処置がで
きる」と回答し，95％の生徒が「命を守る行動や対処
についての知識や理解が深まった」と回答した。

A

　今後も，消防署員による実技講習会を
生徒・教員全員を対象にして継続実施す
る。また，地震や豪雨等の自然災害に備
え，組織的な対応ができるよう，教職員
間で緊急時の対応について共通理解を図
る。

次年度への課題と
今後の改善方策

B

Ａ

Ａ

自　　　　己　　　　評　　　　価

B

B

○三好市中央図書
館で美術作品展を
見せていただい
た。すばらしい作
品ばかりであっ
た。

○県立三好病院で
生徒の美術作品を
見たが，一人ひと
りの表現力・技術
がすばらしかっ
た。

○池定の活動を積
極的に地域に発信
できている。生徒
たちのすばらしい
功績に感動した。

③

①
本校教育活
動の公開

防災教育と
救急処置体
制の確立

④

活　動　計　画

ボランティ
ア活動の推
進

②
本校教育活
動の情報発
信の充実

重点課題

地域の専門
家による高
校生のため
の講演

３

生徒が主
体的に地
域社会と
関わり，
地域との
結びつき
を深める
中で，地
域ととも
に歩む学
校づくり
を進め
る。

重点目標 評価

（所見）

　①については，目標である徳島県定時制
通信制教育連盟美術作品展の入賞作品数７
には届かなかったが，県全体の入賞数の
25％を占めており，例年並みの成果を収め
ることができた。また，今年度は生徒の作
品を校内，県立三好病院，三好市中央図書
館市民ギャラリーの３カ所で展示すること
ができ，学校関係者その他の地域住民に定
時制の活動を理解してもらうことができ
た。
　②については，特色ある取組について，
担当者が実施直後にレポートを作成するこ
とにより，生徒の活動を遅延無くホーム
ページに掲載することができた。また，マ
スコミに取材を依頼し，「環境美化活
動」，「電子黒板を活用した研究授業」，
「へそっこタウンでのボランティア指導並
びに体験」の様子等が新聞やケーブルテレ
ビで紹介された。また，学校紹介用のスラ
イドも随時更新し，定時制を希望している
中学生やその保護者に対する説明会で活用
することができた。
　③については，地域住民や関係機関の協
力を賜りながら，地域の美化活動，防犯パ
トロール，被災地支援その他の奉仕的活動
を行うことができた。それぞれの活動に対
して，関係機関や地域住民からの評価も高
かった。
　④については，徳島の教育力を結集した
特別講義を年間を通じて実施した。生徒の
興味や課題に基づき，県の事業を活用し，
様々な講座を実施した。生徒自身も，学ん
だ内容を元に，担任と共に学習を更に深化
させ，地域の「方言」，「橋梁」，「医
療」，「巨樹」について探求し，報告書と
してまとめ，発表・展示を行った。主権者
教育については，政治的教養や選挙制度，
それに伴う法令の遵守等についての講演会
やホームルーム活動を実施した。しかしな
がら，生徒の選挙や政治に対する興味・関
心はまだ低く，今後も継続的な主権者教育
の充実が課題である。
　⑤については，夜間の避難訓練やＡＥＤ
講習等の防災や救急処置に関する「命を守
る行動」の体得に加え，長年構築してきた
「備えのための学習」や「復興支援の活
動」をまとめ，体系的な防災教育を推進し
た結果，平成29年度「徳島県まなぼうさい
活動賞」徳島県知事表彰を受賞した。

　以上より，生徒が主体的に地域社会と関
わり，地域との結びつきを深める中で，地
域とともに歩む学校づくりに係る評価をＢ
と評した。

⑤


